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 要  旨 
 我々が情報を得るメディアとして本，新聞記事，インターネットなどがあり，あらゆる媒体か
ら情報を得ることができるようになった．しかし近年の情報化社会における現状で，自らが知り
たい情報を探すのに困難な場合や，ある情報を詳細に知りたいとき，どの部分が新たな情報なの
かを探すことに時間を要する場合がある．そこで本研究ではある情報を詳細に知ることを目的と
して，ニュース記事を対象に冗長性を排除しつつ情報を網羅するような複数文書要約システムを
開発する． 
 要約文生成として大きくわけて３つある．１つ目は，各記事の１文目の中から一致度を用いて
要約文を抽出する手法である．２つ目は，各記事の２文目以降の文の中から似ている内容どうし
の文をまとめて冗長性を排除する（共通文）クラスタリング手法である．３つ目は，各記事の２
文目以降の文で２つ目にあるクラスタリングされなかった残りの文の中から特有値を用いて要約
文を抽出する（特有文）手法である．これらの３つから抽出した全ての文をあわせて要約とする． 
 要約文生成の他に，複数文書要約における文の並び順の決定を行っている．単数文書を対象と
した要約では，抽出された重要箇所は多くの場合，原文中で出現する順番に並べて出力される．
しかし複数の文書を対象とする場合は，各記事の内容がどの箇所で述べられているかそれぞれ異
なる可能性があるため，複数の文書から抽出した文は並び順を考慮しなければならない．本手法
では，要約として最も多くの文が選択された記事の要約における並び順をその文章での並び順に
固定し，選択されなかった文を固定した文の間（または最後尾）のいずれかに挿入する． 
 また，本研究で提案する手法が有用であることを確かめるために本システムの評価を行った．
評価は大きくわけて２つある．１つ目は要約文そのものの評価である．人が要約として抽出する
であろう文とどの程度一致しているのかをＦ値（適合率と再現率の調和平均）などの指標を用い
た．２つ目は要約文の並び順の評価である．人が要約文を並べた方法など４つの手法から，被験
者がどの手法が文の並び順として最もらしいかを順位付けしてもらった． 
 評価結果を通して，要約文の評価から冗長性がなく，網羅性の高い要約を生成することができ，
並び順の評価から人と同程度の要約文書の並び順を決定することができた．今後の課題として，
主に２つある．１つ目は共通文と特有文の割合を変えることである．２つ目は似ている文どうし
によるマージ（結合）である．これらを行うことでより内容の濃い要約になるだろう． 
 
